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　も平安時代という昔を背景に登場しているのであ
　り，かつ，老翁とか異邦人とか，あるいは弘法大
　師の霊とかいった現実ばなれのした人物である
　が，とにかく古い時代の人たちにふさわしいこと
　ばとしてこの「侍り」を使用させているのではあ
　るまいか。（「平家物語の用語と語法」〈『国文学解
　釈と鑑賞』第22巻第9号1957年9月〉
という特色をそなえている。
　延慶本については，つとに山田孝雄氏の調査があ
り，また，最近では山本真吾氏の調査もあるが，い
ずれも主に語法に関するもので，覚一（別）本の状
況とは，直接には比較しがたい。
　そこで，一度，山田巌氏の視点と共通する視点に
立って，延慶本の「侍り」の状況を考察したいと考
えた。
　筆者の調査によると，延慶本の会話文に見られる
「侍り」は，115例であるが，その使用者のうち，兼
明親王（914～987）の前に，鬼の姿となって現れる
元慎は，覚一本の「侍り」の使用者と同じ条件をそ
なえている。特に，平安時代なかばのある夜，琵琶
を弾ずる村上天皇の前に現れた，影のような存在，
廉妾夫を連想させる登場人物である。そして，元慎
の「侍り」の使用頻度は，延慶本の，「侍り」を使用
する会話文の中で，最も高い。
　延慶本が，言われるように『平家物語』の古態を
示すものであり，しかも覚一本に影響を与えている
ものであるのならば，延慶本の元慎の「侍り」多用
が，覚一本の廉妾夫の「侍り」使用を促した可能性
があるのではないだろうか。
　このようなことを前稿では指摘した。
　これに続いて，筆者は，延慶本と兄弟関係にある
と言われる長門本の「侍り」などの状況を調査した。
1997年度は，その結果をまとめながら，考察を深め
ることにしたい。
Keiko　KAWAGISHI
　筆者は，先に「『侍り』についての考察一延慶本『平
家物語」における一」（『明治大学教養論集』286号
1996年3月）において，次のようなことを述べた。
　中世において，既に文語化していた「侍り」が，
r平家物語』でどのように用いられていたのかにっ
いては，山田巌氏の調査による，覚一（別）本の状
況が有名である。氏によると，「侍り」は，わずか3
例であり，
　　この3例を通じて，「侍り」の使用者が，いずれ
